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窓口

IBM CFC analysis platform

CFC analysis platformは、IoT基盤としての機能と製造現場に特化した分析ライフサイクル管理用データ基盤です。現場にあった分析

ライフサイクルを継続的に実施することで、一過性ではない継続的な生産性向上を支え、効果の最大化と継続を実現します。
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予知保全システム構築
による生産設備・ロ
ボットの保全活動の効
率化
エッジコンピューティングの
アプリケーション活用度を高
め、ロボットや生産設備の予
知保全の精度向上を支援し、
結果として生産設備の稼働率
の向上につなげることが可能
になります。

分析モデル管理作業の
効率化
エッジコンピューティング側
の分析モデルのリアリティを
検証し、実際の稼働状況から
モデルの修正をかけていく分
析ツール管理作業の効率化が
図れます。

分散する情報の統合
OPC-UAやHTTPSなど標準プ
ロトコル・アダプターが提供
され、多種多様な設備や機器
からデータをインプットする
ことが可能です。
拠点や保全対象設備ごとに分
散する現場データを集約・管
理することにより、お客様の
データ・マネジメントに関す
る作業を低減し、MES、EAM
などのITシステムとの連動を
容易にします。

将来性・拡張性
工場の生産実行システムであ
るMES(IBM GIView MES)や工場
設 備 管 理 シ ス テ ム (IBM
Maximo) に 対 し て 、 CFC
analysis platformで得られた分
析結果をフィードバックし、
製造実行の計画および作業指
示を最適化したり、保全計画
の精度を高めるシステム構築
へとステップアップすること
が可能になります。さらに
IBMのAI「IBM Watson」と連
携させれば、故障予知をIT側
で判断させ、修繕指示を出す
ことも可能です。

連携 連携には追加開発が必
要
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